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 審査結果の要旨 

 

本研究は、東日本大震災の教訓を生かし、大規模災害時の劣悪通信環境においても通信

可能とするため、まず大規模災害に必要とされる要件および機能および性能を分析してい

る。これらを基に、新たに OpenFlow 技術とコグニティブ無線を組み合わせ、通信環境の変

化（スループット、遅延時間、ジッタ、パケットロス率、ＲＳＳＩ）に動的に対応できる

災害時にも頑強なネットワーク通信基盤を提案し確立している。このため、ネットワーク

ノード部分を、実際のデータプレーンと制御プレーン点を分離させ、OenFlow のフレーム

ワークを用いて、ネットワーク環境の変化に応じて OpenFlow コントローラの QoS 制御機能

により、各ネットワークノードのデータプレーンのスイッチイングを制御し、最適なネッ

トワーク経路およびリンク先を決定できる点は新規性がある。また本ネバー・ダイ・ネッ

トワークの可搬型実用化システムを実際に開発および実装し、ネットワークエミュレータ

を通して日本大震災時の状況を想定した実証実験を行い、本ネットワークの機能および性

能評価において優位性を示している。本研究の成果は、国内外の Journal 誌や、国際学会

でも発表され、評価されている。 

以上により本研究は、大規模災害時の通信手段として、学術的かつ実用性の両面におい

て、新規性と優位性が顕著であり、よって博士論文として十分に価値があると判断できる。 

 

 

 

 


